
環 境 まちづ くり実 施 報 告 書 様式3

平成 24
( Z01Z

年 5月  /日
年)

田 市 長 あて

※注 1

事業所
氏 名

大阪府吹田市千里山効

社会福祉法人 六心会

理事 槌屋 茂康

(  )6 )み老発≠

事 業 の 名 称 (仮称)吹田市千里山竹園1丁 目計画

対 象 事 業 区 域 吹 田市  千里山竹園1丁 目419番、420番、448番の一部

※注1

設 計 ・ 代 理 者

住  所  大阪市西区京町堀1丁 目11番 1号

氏  名
 彗言T建

社建築事務所

電  話 ( 06 )6444 - 3000 (担 当者:森本        )

※注 1

工 事 施 工 者

住 所 大阪市淀川区西三国1丁 目8番44号

小原建設株式会社大阪支店

支店長代行 山本 新吾

06  ) 6391 - 5331

氏 名

電 話 (

事 業 予 定 期 間
平成  23 年 ( 2011 年)9 月 20 日  から

平成  24 年 ( 2012 年) 4 月 30 日  まで

事 業 の 規 模

計 画 部 分 既 存 部 分 〈
ロ 計

対 象 事 業 面 積 1.64560  
ポ 市

1,64560   H

建 築 面 積 75533   .

“

75533   

“延 べ 面 積 2,59873  

“
耐

2.59873   

“最 高 の 高 さ 1330

構 造 ・ 階 数
鉄骨    造・一部 造

地  上   4 階 ・ 地 下  0 階

事 業 の 目 的・ 内 容

区分 1回  新 築 口 増 築 □ 改 築 □ 新 設 □ 増 設

ロ

|

土地 区画整理事 業 国 市 街 化 再 開 発 事 業

宅  地  造  成 回 開 発 行 為 事 業 (目 的

建築物の新築又は増改築の事業

口 工 場・事 業 場 □ 住 宅・共 同 住 宅 (

□ 商 業 施 設 □ 事 務 所 □ 公 共

回 そ の 他 (:老人福祉施設

11「 [11資

材 置場 の新 設 又 は増 設 の事

季|

:建築物の新築

的建量
)子

|

受   付

環境 まちづくりの 内容 ガイドライン取組事項チェックリストによる 4ヽ

号

添 付 書 類

・ガイドライン取組事項チェックリスト

・工事関連車輌通行ルート図

。その他必要と認める図書

24.5.-1

第

注1法人にあつては、その名称.代表者の氏名及び主たる事務所の所在地



環境まちづくりの概要(1)

事業者の環境方針
鵬

1房極凛高理樫
I晏

的・目標を設定し、環境行動を経続的に実施すると共に環境
lり 、定期的に見直しを行う。

:影響を及ぼす排出ガスの抑制J、「省資源・リサイクル活動の推進J、「環境保全への取組」
に取組み、環境負荷の一層の低減と汚業の予防を図る。

当議事業における
共に、道路沿いにおいても縁化を行い地域の環境に配慮する。

づくり方針

1実施率と主な実施内容

1-1工 事中

審   979 パーセント

〈小数点第2位以下切り捨て)

一■方針,一 :実施報告書

公害麟上 (1)

実施する・一部実施するの項目数

餞当なしを除いた項目数

公書防止(1)公 書防止(2)地域安0 製品 工法 快適重境  近隣調和

12

公書防止 (1)公 書妨上 (2)

曾

¨

５

　

　

　

　

　

　

　

　

職地 工法 快適環境  近隣調和

" ,  11

姜贔 工法

主な実施内容



環境まちづくりの概要(2)

1-2施 設・設備等

実施率  848 パーセント 実施する・一部実施するの項目数

(小数点第2位以下切り捨て,

方金1,一 :実施報告書

酸当なしを除いた項目数

地球温暖化 自然環境

曾
水薇環  地域環境 景観  安心安全

主な実施内容

(1)省エネルギー・低炭素なエネルギー技術の導入

導入内容

C02削減量 t C02/年

※(C02換算が可能な設備に関して記載ください。)

空調 :発電機能付きEHPの採用。
照明:HF高効率危惧の採用。

:潜熱回収高効率型給湯機を採用。

(2)緑地面積   緑化率 240 % 条例基準分  200%以 上

実施内容 (緑化率に換算されない緑地 (駐車場緑化・ベランダ緑化・花壇など)の面積など)

法面、道路沿いの縁化を計画する。

(3)雨水利用  雨水貯留量   00t    うち雨水利用量    00t

利用目的   【□植載水やリロトイレの流し水□洗車□その他

(4)上記以外の主な実施内容



づくりの概要 (3)
2方針からの変更箇所(変更箇所があれば記入してください。)

3その他 (本ガイドライン記載の取組事項以外に実施した環境まちづくりの取組を記載ください。)

項目番号 修正前のチエック内害 ⇒ 修正後のチェック内容

2 一部実施する ⇒ 実施しない

21 実施する 吟 一部実施した

34 麟当なし 吟 実施した

86 実施する ⇒ 議当なし

87 実施する 吟 該当なし

吟

吟

吟

吟

吟

⇒

吟

⇒

吟

吟

⇒

⇒

⇒



●工事中におけるガイドライン取組事項チェックリスト

ホ事棄を実施するにあたっては、事業による環境への影■を最小限にととめるため、ま律 条例等の規制基準を達守することはもとより 以下のとおリガイドライン取
組事項を実施しました。

取 組 事 項 実 施 の 有 無
実 施 内 容

(実施、一部実施した場合は、その内容及び方法、実施しない
及び該当なしの場合は理由を記入してください。)

、気汚染や騒音などの公害の防止します。

建設機械

2

3

1

降出ガス対策型、饉騒音型や

`●"型
の建段

瞼機を使用します。

□ 実施した  0 -部 実施した

□ 実施しない □ 該当なし

□ 実施した  □ 一部実施した

日 実施しない □ 該当なし

日 実施した  ロ ー都実施した

o 実施しない  □ 該当なし

日 実施した  □ ―都実施した

□ 実鷹しない  □ 麟当なし

回 実施した  □ -3実 施した

□ 実施しない  □ 該当なし

日 実施した  □ ―都実施した

□ 実施しない □ 該当なし

● 実施した  □ ―澤実施した

□ 実施しない 口 該当なし

低騒音型、低振動型の建設●械を一部使用した。排出ガス対策型は嗅
起しました。

者と協議したが コスト面から使用を見合わせました.

工事現場内に
'排

出ガス低減のためにアイドリングはしないようJと看板
を掲げ注意喚起しました.

空ぶかしを抑

"し

、環境に配慮した運転を行いました。

一時的に集中して穂動しないよう 工事の平準化を回りました。

工率規模に応した効率的な工■3t口を立て、稼働台数を抑制しまし
た。

機械類は適切に整備点検を行いました。

摯出ガスのに議を目るため、アイドリングをしま
含ん。

4 ヒぶかしを押
"す

るなど、■墟に●●した■転
,,います。

5
E事Haに応じた効率的な工●||●を立て,

|●台数を抑●します。

0
‐時的に彙中して稼●しないよう、工事の平摯
しを目ります。

7 腱 類は■切に菫●点検を行います。

工事B1連車両

8 体費や絆出ガス性能のよい車両を使用します。

□ 実施した  日 ―都実施した

□ 実施しない  □ 該当なし

日 実施した  □ ―都実施した

□ 実施しない  □ 該当なし

日 実施した  □ 一部実施した

□ 実施しない 口 該当なし

口 実施した  □ 一部実施した

□ 実施しない  □ 該当なし

日 実麓した  0 -部 案籠した

□ 実おしない  □ 霰当なし

口 実施した  □ 一部実施した

□ 実施しない  □ 該当なし

日 実施した  □ ―都実施した

□ 実施しない  □ 霰当なし

口 実施した  □ ―都実施した

El 実施しない  □ ま彗なし

づく流入車規制を全ての車両で確実に順守しました。

工事関係車両であることを猥示しました。

工事車両の走行ルートや時間帯は 周辺道路の状況 住居の立地に

已慮して一般の集中時間帯や通学時間■は避けて設定しまた.

資材搬出入計画において 通切な車種を選定することで台数をIn制し

ス性能の良い車両を使用するよう工事施工者に嗅建しま

公共交通機関利用 相乗りを奨励し台数を抑劇しました。

下ろしの際には振動騒音 土砂の飛散防止努めました。

蜀辺へ0土砂gl壼飛散を防lLす るために現地‐ イヤ洗浄を行いまし

9
た口府条例に基づく贅ス●|●●を、全ての■
■で確実に違守します。

10

11

工事口違事面の走,ルートや時日帯は、ロユ
嗜時の状■、住居の立地状況などに口●して、

設定します。

12
:■定することで車口台無 諄

“

します。

卜彙従事者●●●、43重ヨほどには、1

1●車、公共交●●●0■用、橋彙りな

`力し、工事口連の車両台薇を抑

“

します。

タンフト

"ク
による土砂の●4Eろしの自に

は、■青、長島や土砂の飛散肪上に口慮しま
す。

15
るため、■



取 組 事 項 実 施 の 有 無
実 施 内 容

(実施、一部実施した場合は、その内容及び方法、実施しない
及び該当なしの場合は理由を記入してください。)

17

ン クリート幸 0-事0ドラ● OHH"● に
は、■青や水■

"■
に配慮します。

日 実施した  ロ ー椰実施した

口 実施しない  □ 餞当なし

口 案おした  ロ ー椰実おした

口 実ILしない  □ 餃当なし

● 実施した  ロ ー部実施した

口 実施しない  □ 談当なし

口 案おした  ロ ー部実施した

0 実施しない  口 該当なし

口 実施した  □ ―1峡Lした

□ 実施しない □ 族当なし

コンクリートミキサー車のドラム滉浄を行う際.騒音や水質汚洒に配慮
しました。

工事関連車両を■外に待崚させなかつた。

クラクシヨンの使用は必要最小限にしました。

自動車排出ガスの低減のためアイドリングは義上しました。

空ぶかしを抑

"す
るなど、燎境に配慮した菫転を行いました。

工●●●●●●●Iに待●させません。

"ク
シヨンの使用R●I●1颯にします。

自

“

●出ガス●●●●日●●_●、アイドリン
売 しません。

口ぶかしを●●●るなど、alllョロ●LIJ●
nttt.

法
●動等

2,

22

き,性の書い,日いや衛青シート崎青パネ
ルを設置します。

口 実施した  ロ ー部実施した

0 実施しない  □ 該当なし

日 案おした  ロ ー部実施した

□ 実施しない □ 腋当なし

日 実施した  □ ―椰実饉した

□ 実施しない  口 ま当なし

日 実施した  ロ ー部実おした

口 実おしない  口 腋当なし

近隣

“

のみ防青シートを使用した。

落下防止綺口を行い T率な+彙を行いました。

騒音や饉動を伴う作彙は 近隣に配慮した時間薔に行いました。

檀の施工は騒音や菫動の少ない工法を採用しました。

口臓■■の■下を勝上す●●●.T拿な体な
を 調 に ヽ い 夕 。

n●●工などの朦には、

…

0●
・・

い
工菫を

"用
します。

E●●●m綺 ■は、近口に日慮した●
腑 にFに ヨ`Ⅲ「 。

粉じん アスベスト

27

屏●I、 晰 彙など00t=は、

"水
を十郷

=

"ι

摯す。

日 実施した  □ ―椰実施した

□ 実島しない □ 餃当なし

日 実施した  □ 一部実施した

口 実施しない  □ 餃当なし

□ 実施した  □ ―饉実おした

□ 実施しない  0 腋当なし

口 実おした  □ ―椰実施した

□ 実施しない 口 該当なし

解体 日門などの瞭は 散水を行いました。

飛散のおそれがある■砂などはシートでこいました。

既存菫筆物がないため,悴工事は行いませんでした。

臓存菫争枷がないため解体工事は,いませんでした。

土●●Eが日出して彙菫0おそれがある場合
は、シートでat燎す。

■筆物などの解体の朦は、アスペストの使用¢
有彙を調査するとともに、口奎結果を近摯住民
の見やすい位置に掲出し、市長にも報告しま
す。

アスペストを含有する■贅働などの撃体の燎に
は 確実な飛散防止檜置を行います。

水質汚澤 ■■汚楽 地螢沈下

31

trrへ o■ネゃ■oO=●●鮨上し,
す。

日 実おした  ロ ー椰実おした

口 実施しない  0 麟当なし

日 案饉した  □ ―椰実鮨した

口 実施しない □ 鏃当なし

□ 実施した  ロ ー椰実施した

□ 実施しない  口 腋当●し

への洒水や土砂の表出を妨上しました

使用済みの塗料缶や塗姜鬱臭の焼浄波は

現在に三るまで口であつたム 汚榮物贅の

“
らない。

土

`汚
業の状況を調査し、汚榮物■の工散防

止措置を行います。



実 施 の 有 無
実 施 内 容

一部実施した場合は、その内容及び方法、実施しなし
及び該当なしの場合は理由を記入してください。)

33

悪臭 廃棄物

34

35

42

こ配慮した製品及び工法を採用します。

省エネルギー

省資源

土颯や地下水を汚築しない

家摩などl_2●を及ぼさなt

□ 実施した  0 -椰 実施した

□ 実施しない  日 骸当なし

日 実施した  □ 一部実施した

口 実施しない  □ 該当なし

家屋などに影響を及ぼさない工法を採用しました。

工事の際は、保管されているPCB
、空調機器などに使用されているフロ

やその他有害廃睾物の状況を工事実
1査 し、環境汚楽とならないよう適工な

ファルトを落腋させる際は、場所の已慮、落解涅度管理など

既存建築物がないため解体作彙1ま ,いませんでした.

ンテナンス、設置場所に配慮し 奥気対策を行い

口 実施した  □ ―諄実施した

□ 実施しない □ 該当なし

口  実施した   ロ  ー都実施した

日  実施しない  □  該当なし

□ 実施した  □ 一部実施した

□ 実施しない  ● 該当なし

口 実施した  ロ ー部実施した

□ 実施しない  □ 敲当なし

日 実施した  □ 一部実施した

口 実施しない  □ 該当なし

日 実施した  □ 一部実施した

□ 実施しない  □ 該当なし

日 実施した  ロ ー都実施した

□ 実施しない  口 該当なし

日 実施した  □ 一部実たした

□ 実施しない  □ 該当なし

口 実施した  ロ ー部実施した

□ 実施しない  □ 該当なし

から地域の交通情報の鑢き取りを行い、適切な警

“

員
与上に努めました.

や生徒が安全に奎下校できるよう エ

日に工●関係者以外のものが工事現場に立ち入らなし
室するなどの対策を計しました

豊下校や放課後の児童や生徒の見守り 声かけなどに取り組みまし
た。

可能な範囲で地域の防犯活動に多加しました。

日に工事田

“

●以外0者が工事現
らヽないよう出入口を■健するなど0

と連携し、地●の防犯活●に

口 実施した  □ ―都実施した

□ 実施しない  □ 該当なし

エネルギー効率の良い機器の導入により、工事中の燃ll電気、水道
の消費を抑制した。

発生土は理め戻しなどに使用し、残土の発生を抑制 しました。

● 実施した  □ ―都実施した

□ 実施しない  □ 議当なし

図  実施 した   □  ―椰実施した

□  実施しない  □  腋 当なし

景観

46

りに貢献します。

日 実施した  □ -3実 おした

口 実施しない  口 餃当なし

日いのEEl_6たつては,(

で、■●百に●配慮します。
はヽ機能性を確保した上で景観面にも口慮しました。



実 施 の 有 無

0 颯 た   □ ―磁 した

口 実亀L●い 口 摯当なし

口 難 した   ロ 
ー

した

口 費●L●い 口 摯当なし

日 実籠した  ロ ー●●●した

口 実籠曖 い 口 餞当●し

□ 案鮨した  □ ―椰案●した

口 奏籠い  ヽ 日 摯当なし

,いて水■水以外0日水が確保で書る
日

…

日こ鶴 水締 ι■tt。

B ●●Cr‐   日 ~“ した

□ 虫籠じない  口 麟書なし

口 実腱した   ロ ー●コ離した

口 実菫u“  ヽ 口 摯当なし

小学崚●口2●●に事●に工事餞明を行い、行事
口 実菫した  ロ ー

ー
した

□ 実菫uれ  ヽ 口 摯当なし

口 妻瞳した   ロ ー難 した

口 れ ない 口 摯当なし

0 ■出した  ロ ー‐ 出した

口 奥ロロれ  ヽ 口 餞当なし



●施設・設備等に係るガイドライン取組事項チエックリスト

本事彙を実施するにあたつては、法
".彙

傷等の規

"墓
率を連守することはもとより.●■による■■への影口を最小限にととめ.また、新たな環境負書の発生を事

前に防止するとともに、地摯の議境レベル向上に■なするため、以下のとおリガイドライン取鋼事項を実施しました。

まヽす。

自然環境を保全し、みどりを確保します。

□ 実施した  □ ―椰実おした

日 集鮨しない 回 餞当なし

口 実施した

口 実鮨しない

口 実鮨した

0 実施しない

口 実施した

□ 実施しない

□ 実施しない 口 餞当なし

□ ―●ntした

口 麟当なし

ロ ー●実●した

● 餞彗なし

ロ ー椰案鮨した

日 腋当なし

ンボル的な大きな樹木●|ありませんでした。

ることが無い●。

口 実施した  ロ ー●実施した

回 実施しない 口 餞当なし

実 施 の 有 無

口 実施した  ロ ー椰案おした

回 案施しない 口 麟当なし

回 実籠した  □ ―●実■した

口 実施しない 口 腋当なし

口 実籠した  ロ ー椰実鮨した

口 案鮨口れ  ヽ 口 餞当なし

口 案鮨した  D ~● 実■した

口 案ぬレ い 日 摯当なし

、照明にいF●効●●A、 綸■に着熱回収富

こヽとと、コスト面から導入はしませんでした。

りを■実に確保し、ジャンカのないコンクリート打設を実施じ

口 実菫した  □ ―●案菫した

口 実施υ
=い

 口 麟当なし

口 実■した  ロ ー

“

実施した

口 実歯ロトい  口 餞当なし

口 実鮨した  ロ ー●案籠した

口 案おしない 口 餞当なし

つていた大きな樹木は、で
、既存の■生や40影を后

・ ・

mヽ

…

ヽ

ンテナンス■の同壼があり、織化は行いませんでした。



人気 騒音 振動等

口 実施した   ロ  ー部案おした

口  実施しない  口  該当なし

□  実施した   □  ―都実施した

□  実施しない  日  該 当なし

日影については可能な晨り軽減に努めました。日影口を用いて近隣住

民に説明しました。

電波障害はありませんでした。



実 施 の 有 無
施 内 害
、その内害及び方法、実施u“
を

“

入してくなユ 。ヽ)

づくりに■献します。

づくりに■なします。

口 実臓した   ロ ー●実菫した

口 実施しない 回 臓当なし

口 実おした  ロ ー●実籠した

口 実亀Lat、  口 麟当なし

口 ●●した  0 -● 典籠した

● 実籠uヽ  ヽ 口 摯当なし

口 奏鮨した  ロ ー

“

彙鮨した

口 
…

い 日 摯うなし

口 実鮨した  ロ ー●実●した

□ 実菫u=い  口 餞当なし

口 実施した  ロ ー●実鮨した

o 実施しない 口 餞当なし

口 実施した  □ ―●実鮨した

口 実菫Caい  口 摯当なし

口 贅囀した  ロ ー●コ

“

した

□ 案鮨曖 い 口 摯当●し

ll●地内で歩行者―
に■行礎 種 口を●●し

口 贅贅晩   □ ―
―

曖

口 実鮨しない 口 摯当なし

口 実菫した  ロ ー●実おした

口 実おしない  □ 麟当なし
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